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日本の平野(その1)

日本の平野と世界の平野

1.まえがき

地質学者といえばノ･ンマｰを片手にクリノメｰタ

ｰそのほか7っ道具をぶら下げたベルトを腰にして大

きなリュックサックを背負った山歩き姿カミ連想されるよ

うにわが国では最近まで山の地質学だけが幅をき

かせていた.しかし一部の地下資源や水力発電用の

水資源を除げば山地より平野の方が資源的にもはるか

に恵まれておりまた国民の大部分が平野に住みそ

こで社会活動を行なってv'ることを考えるとこれはお

かしな話である.わが国の平野を構成している地層は

その大部分が地下に伏在しており地表ではそのきわめ

て限られた部分しか見られないのでこのような傾向も

ある程度まで止むを得ないことであるが近代工業をは

じめ各種産業立地の基盤としてまた国民生活の場と

して平野の重要性カミ急速に高まりつつある現在この

傾向は早急に改められ泣けれぱなら放い.幸い戦後

わカミ国においてもおくれぱせなカミら第四紀地質学

(Q･a･tem･｡yge.logy)への関心力塙まりその研究対

象として平野がとり上げられる機会が多くなったが

平野の本体である地下の地質ということになると沖積

層を除いてあまり研究カミ造んでいるとはいえない

現在わが国で行なわれている平野の地質の研究には

2つの大き桂流れが見られる.その1つは第四紀地

質学という純学術的な旗じるしのもとに主として大学

関係者によって行なわれているものである.単行本や

雑誌を通じて世間一般の方々にもある程度知られるよ

うになったわが国の平野の地質に関する知識は主とし

てこの流れに属する学者の努力によって得られたもので

ある.しかしこれらの知識は伝統的な地質学的手段

すなわち露頭の観察と直接手にし得る試料の研究から

主として得られたものでありしたがづてかんじんな

地下の地質ということにたるとビルや橋梁の工事の際

に掘り起こされたり試錐によってコアの採取カミ行なわ

れたりする機会が多い沖積層を除いてほとんど研究さ

れていたいというのもやむを得ないことである.

他の1つは水資源の開発･保全･地盤沈下等の災害

防止･天然ガス鉱床の探査等のために主として民間合

杜･公社･国立研究機関等の技術者によって行なわれて

培さむ

福岡理

いるものである.これら技術者によって進められてい

る調査･研究には坑井内における諸測定すなわち

検層を含む各種の物理探査をはじめとする近代技術が駆

使されておりまたその領域には沖積層から中新層に

わたるすべての地層ぱかりでなくそれらの容器をなし

ている基盤岩類まで含まれている.このような事情か

らも推測されるように応用面から得られた平野の地質

に関する知識はすでに莫大和量に達しているがいろ

いろな事情から当面の役割りを果たした資料の大部分

は未公表のままそれぞれの担当機関に保管されており

それらを使って平野の本体である地下の地質を総合的に

把握するという仕事はほとんど行なわれていないのカミ

現状である.

以上に述べたよう故事情からもうかがわれるように

わが国の平野については調査･研究がもっとも進んで

いる関東平野の場合においてさえ部分的には相当高度

の知識までか怒り一般的恋ものになっているが現在と

いう時点における全体的な知識は専門の地質学者仲間

においてもとりまとめられてはいないのである.こ

のような情勢に対処するため地質調査所においても

本年度から平野の地質の総合的研究を実施することに在

り担当グノレｰプとして表層地質グルｰプカミ結成され

た.このグルｰプ名はグルｰブ結成までのいろいろ

往事情からさしあたって選定されたものでいずれも

っと適当な名に変更される運命にあるものと考えられて

いる.何となれば国土調査促進法に基づいて経済

企画庁において計画･実施されている調査の成果を盛っ

た1種の土木地質図に対してすでに表層地質図という

名が使われており当所における平野の地質の総合的研

究グノレｰプに表層地質という呼称を用いることはまこ

とに不適当だからである.

このように地質調査所における平野の地質に関する

総合的な研究はまだその緒についたばかりであるカミ

その準備として各平野の地質に関する麗存の資料の収

集･整理･解析･総合は着々進行しておりまた当所

独自の研究もすでに発足しているのでここに本邦の

代表的な平野の地質をできるだけ新しい資料に基づい

てその全ぼうを把握しやすい形でとりまとめておくこ

とは今後の研究を進める上に研究担当者自身にとって�
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第1図扇状

地(Johnsonによる)

必要であるばかりでなく一般の方々に広くわカ幅の平

野の地質というものを理解していただく上にもおおい

に役立つことと思われる.このような観点に立って次

回より関東平野から順次わが国の代表的な平野の地質を

とり上げて行くが今回はまずわが国の平野の一般的

狂特徴をよく理解していただくために諸外国の代表的

狂平野との比較に重点をおいて筆を進めることにする.

2.平野とは

さてこれまで平野(P1ain)ということばを断わりな

しに使ってきたが学術用語として平野の明確な定義

が与えられているわけではない.もっとも一般的な用

例としては海面からの比高が小さい低平な土地に対し

て平野の名カミ与えられており平野の実用的な定義とし

てはこれでじゅうぶんであろう.この定義を厳密に

数量的なものにしようとしても海面からの比高およ

び低平な土地の起伏量の上限をどこにおいたらよいかを

人為的にきわめることはとうていできない相談であろ

う.またもっと初歩的な問題として起伏量をとり

上げて見てもこれをどの程度の広がりの中の起伏す

なわち最高点と最低点の高度差としたらよいかにっい

ての定説もないしこれを全世界の陸地について一義的

に決めてよいものかどうかもわからない.このように

平野の明確な定義を与えることはできなくても小起伏

･緩傾斜･小高度というものカ三平野のもつ本質的な特

色であることは間違い狂い.そこでわれわれもあま

り定義にこだわらないでこのような特色を持った常識

的な平野についてその地質学的性質を明らかにして行

く方向に進むことにしよう.

3.日本の平野

日本の平野については次回から各平野ごとに説明し

第2図岩木川口の三角洲(渡辺による)

て行くことになるカ三これと世界の大平野との根本的桂

相違を理解していただくためにまず日本の平野全般に

通じる特徴を述べておこう.日本の平野にもまた世

界の大平野にも同じ平野ということはカミ便われている

ことからもうかカミわれるようにわれわれは日本の平

野と世界の大平野の間には本質的な差は匁く単に規模

の相違カミあるにすぎないと考えがちである.このよう

な考え方は山地についてはある程度あてはまるが以下

に述べるように平野については全く事情を異にしてい

るのである.

わが国で一般に平野と呼ばれているものの中には現

在も堆積が行なわれている各種の沖積平野のほかに台

地や丘陵地の一部も含まれているカ三ここではまずもっ

とも簡単な平野である沖積平野(A11uvia1plain)について

考えて見よう.地図を開いて見れぱすぐわかるように

わが国の沖積平野の大部分は河川の堆積作用によって

できたものである.河川が堆積させる物質はそれが

山地からばこんできた岩層にほかならないのでこのよ

うな平野はいわば山地の付属物である.

このような平野のもっとも一般的なでぎ方は次のとお

りである.まず山地から流れ出る河川は山ろくに扇

状地(Fan)をつくる(第1図).扇状地の前面には三角

洲(De1ta)がつくられるが地盤の急激た昇降がない限

りこれは堆積の進展とともに前進する(第2図).地盤

のゆるやかな上昇カ茎行なわれれぱこの前進は適当に加

速されて河川はその流路を下流に向って延長し延長

川(Extendedriver)といわれるものに桂る.わが国の

実際の平野について見るとこのケｰスの方かむしろ一

般的である.三角洲の前面にに海陸の別の明らかでな

い干潟がありさらにその前面には大陸棚(Contin㎝tal

shelf)がある.�
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陣止

終河川

第3図當山平野に見られる扇状地

開析扇状地および段丘(渡辺による)

このように扇状地から三狗洲･潟を経て大陸棚へ

と移行するのカミわが国において理想的な発育をとげた

平野であるがこれは大きな河川が波静か泣内湾に注ぐ

場合に限られる.東京湾に注ぐ荒川･江戸川の流域の

関東平野伊勢潮こ注ぐ木曾川の流域の濃尾平野や有

明海に注ぐ筑後川の流域の筑後平野などがこれである.

これらより小規模な平野は大部分扇状地性でその前面

に三食洲として明りょうに区別できるものを伴うことな

く扇状地の面が海底面に続いてv'るようなところカ茎多

い.模式的校扇状地および三角洲はそれぞれ空気中

および水中の堆積物とされているがこのようなわカミ国

の小規模な平野は両者の中間的な性質をもっていると

ころから扇状地様三角洲(F･nlikede!ta)と呼ばれる

ことがある.このような場合におv･ても扇状地性の

面カミ直接海面に接しているのでは柾く沿岸には浜堤や

各種の海岸砂丘が連匁っていて平野の面と海面とを隔

ててv'る.

さきに述べたようにわカ幅で実際に平野と呼ばれて

いるものには上に述べたような現在の堆積作用によっ

て形成されつつある沖積平野のほかに過去の堆積物が

地盤の相対的な上昇その他の原因によって開析されて

台地状あるいは丘陵状となっているものも含まれている

ぱかりでなくこのよう祖開析平野(Dis･ectedplain)

がほとんど例外なく各地の沖積平野に接して存在する

のである(第3図).これに関連してとくに注意しなけ

れぱたらないのは関東平野で見られるように層位学

的には沖積世のものと考えられる扇状地が開析扇状地

(Dissectedf･n)とたっている場合が多いことである･

いずれにしても日本の平野は堆積作用によって形成さ

れたものである.このよう租平野は建設的な営力に

よって形成されたものと見ることもできることから建

設的平野(Constructionalp1ain)と呼ばれることがある｡

いうまでもないことであるカ三わカ三国の平野は世界

的に見ればきわめて規模の小さいものでありその最

大のものである関東平野ですら南北･東西ともに200

km足らずにすぎず北米大陸の東半部を占める大平野

西シベリア平野ロシア平野アマゾン平野ラプラタ

平野などとはとても比較にならない.そしてこの

小規模であるというところにこそわカミ国の平野の本質

的な特異性が潜んでいるのである.よく知られている

ように日本列島の骨組カミつくられたのは白亜紀の中

頃とされておりその後引き続いて第三紀の初頭までに

造山帯カミ解体しその結果できたくぽみに新三紀層が堆

積したのであるカミわカ幅の平野はすべてこのよう抵く

ぼみの中に位盾しているのであるから大規模なものと

なり得ない運命を負わされているとしか考えられない.

日本海岸の平野についてはこのほかに日本海の生成と

関連させて考え溶ければならない問題もあるカ主それと

て平野の規模を大きくする方に働くものヤはない.ま

たわが国の第三紀層中にはさきに述べた進1⊥1帯の解体

後に何回も行なわれた地殻変動が記録されておりそれ

に加えて現在でも火山活動および地震によって端的

に示されているように日本列島およびその周辺の海底

は決して安定してはい狂いのでわが国の平野は地質

時代から見れぱきわめて短い寿命しか保証されていた

いと考えられる.

4.世界の大平野

さきに挙げたような世界の大平野(第4図～第6図)として

知られているもあは例外なく安定した陸塊の上に

主として侵食作用によって形成されたものである.日

本の平野をつくった堆積作用を建設的なものとすれぱ

侵食作用はまさにその対照的なものであるところから

第4図

模型図に見

る北アメリ

カの大平野�
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第5図ユラシア大陸の大平野(膜型

このよう放平野は破壊的平野(Destructionalp1ain)と呼

ばれることがある･以上に述べたことと一部重複する

カミこのような世界の大平野には次にあげるような注

目すべき共通の性格が見られる.

1)地形が記入されている地球儀あるいは世界地図を

見るとすぐわかるように世界の大平野は例外な

く大西洋またはその延長である北極海に向って開

いている.酉シベリア平野ロシア平野北ア

メリカの東半部を占める大平野アマゾン平野お

よびラプラタ平野などの大平野はすべてこの例

に漏れない.一方太平洋に面したところには

このような大平野が1つもない.すなわちそ

の東側ではロッキｰアンデスの両山脈カミ大陸

の縁辺をふちどり西側では日本列島をはじめ

とする花繰列島カミ連なっている.またここで

は安定した大陸の縁辺に広く発達するはずの準平

原カ茎沈水して東シナ海やスンダ棚･サウノレ初

などの幅広い大陸棚となっている.

2)世界の大平野はいずれも地盤が安定しているとこ

ろに属し先カンブリア紀の結晶質岩よりなる安

定陸塊を土台としてその上に古生代以降の緩傾

斜の薄い地層炉のっているところに発達している.

すでにその大要が明らかにされているカンブリア

紀以降の地史を通覧して見ると地球上のどこで

も一様に地殻変動が行なわれたのではなく長い

地質時代を通じてわずか恋地盤の上昇･下降力茎

行なわれたほかほとんど地殻変動を受けなかっ

図)

第6図南アメリカの大平野(模型図)

た広大た地域があることが知られる.これポ剛

塊(Kraton)であるカミそれらの中でカンブリア

紀以前にすでにでき上がったものはとくに原剛

塊(U･kr･亡･･)と呼ばれている.世界の大平野に

おいてはこのよう桂原剛塊が裸出しているか

あるいはあまり深くないところにありこれを被

覆している地層も日本の基準から見れば古生

代や中生代というような古い時代のものでそれ

らかきわめてゆるい傾斜をもって原剛塊のまわり

に分布している.

上にあげた世界の大平野に共通な性格はさらにせん

じっめて考えると結局は1つのものにならてしまう.

Wegener(1915)の天才的直観と自然科学の論理にかな

った推論から生まれた大陸移動説によれば現在ばらば

らになっている各大陸は元来一続きのものであった.

彼はこの一続き大陸を復原してこれをパンゲア(Pa㎎一

e｡)と呼んだ(第7図).一般に原剛塊として知られてい

るものはバルティス(Baltis)･アンガリス(Angaris)･

カナディス(Canadi･)･エチオピス(Ethiopis)･インディ

ス(Indis)･オウストラリス(Australis)･グィアニス(Gi-

anis)･アマゾニス(Amazonis)･プラティス(P1atis)の9

つであるが(第8図)南極大陸の主体をなすものもおそら

く原剛塊でありこれをアントァｰクティス(Antarctis)

として以上の9剛塊に追加すべきであろう.これら

を復原されたパンゲアの上において見るとカナディス

までの3原剛塊およびエチオピス以下の7原剛塊がそ

れぞれ1つの大原剛塊をなしていたことがわかる.し

たがって世界の大平野カミ原剛弗に由来したものであり�
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策7図パンゲア(Wegenerによる)

またWeg㎝erの考先方に近いパンゲアの分解｡大陸の

移動が行なわれたものとすれぱさきにあげた1)お

よび2)はその当然の結果ということになる.最

近Wilsoη(1963)は古地磁気学および海洋地質学の進歩

によって得られた材料をとり入れてWegenerのパン

ゲアに相当するものを超大陸(Super･㎝tin･nt)として

復原している(第g図).この超大陸の復原の過程はパ

ンゲアの場合のそれとは全くちがっているがその結果

について見るとパンゲアの場合に見られる不自然なと

ころたとえばインド半島の取り扱かいなどに大き

な改良カミ施されている.今後われわれはこの超大陸

に基づいていろいろな問題を考えて行かなければなら

ないが上に述べた世界の大平野の起原と分布に関する

問題についてはパンゲアあるいは超大陸のどちらに基

づいて考えても本質的な差は出てこない.

3)世界の大平野にはケスタ地形カミ例外なくよく発

達している.これらの大平野においては原剛

塊の表面が直接地表に露出している部分を除いて

現在の地表カミ緩斜層を斜めに裁断した削剥面であ

るからこれはその当然の帰結である(第10図).

第8図臓鰯塊の分前(Schuchertによる)

以上の3点は世界の大平野の本質に根ざした共通点で

あるがそれからもうかカミわれるようにこれらの大平

野はカンブリア紀以降現在にいたるまでの長い間単

なる造陸的な運動だけカミ行なわれているところであり

いわぱ宿命的に平野となる運命を負わされているところ

であって今後とも平野としての寿命を長く保って行く

ものと思われる･細かく見るとこれらの大平野の景

観には一続きのものの中においても相当な変化が見

られるカミこれに原剛塊の上に重荷っている地層カミｰ

様でなくまた大平野の分布カミ各種の気候区にまたが

っているためそこに働く営力やその現われ方が地域ご

とに異なっているからであってさきにあげた共通性の

ように本質的なものではない.この種の特異性のな

かで最も顕著なものは北半球北半の大平野に見られる

主として大陸氷床の堆積作用によってできた堆石景観で

ある.

世界の大平野に関する説明を終わるに当たり実例紹

介という意味から最も研究淋進んでいる北アメリカ東
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第10図ケスタのでき方(Davisによる)

部の大平野について以下に簡単に述べておこう.こ

の平野は北は北極海から南はメキシコ湾におよび酉は

ロッキｰ山脈に東はアパレｰチア高地にさえぎられて

いるカミメキシコ湾岸からはアパレｰチア高地の南をめ

ぐって大西洋岸に沿って北上している.この広大枚

平野は気候的には亜熱帯から寒帯にまたがりしたが

ってそこに働く営力にも地方差が大きv･上に地質も

異なりさらに平野に接する古い岩石からなる高原や

山脈狂ととの関係もちがっているので地域ごとの地形

･景観の相違が著しい.しかしさきにあげた世界の

大平野に共通する本質的な性格はこの大平野の全域に

わたって認められる.すなわち原剛塊の表面カミ裸出

している部分を除いてその基盤は原剛塊の表面を切っ

た平坦に近い侵食面でありその上に古生代以降の地層

カミきわめてゆるい傾斜をもって重なっているカ茎現在の

地表面はこれらを斜めに裁断する侵食平坦面である.

このような平野は構造平野(St…t…1pl･i･)と呼ばれ

ることもあるがこの大平野はその典型的なものと見る

ことカミできる.

この大平野は一般に次のように区分されている.

内陸平野(In亡eriorPlains)

内陸低台地(InteriorLowP1ateau)

中央低地(CentralLow1and)

大平原(GreatPlains)

大西洋岸平野(AtlanticP1ains)

大陸棚(Continenta1She1f)

海二岸平野(CoastalPlains)

内陸低台地の大部分を占めるパイラントリム台地は

アバレｰチア高地の1部とされているカンバｰランド台

地の面に接する1段低い侵食面で300m内外の高度を

もち構造平野と台地との中間的な性質をもっている.
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1.ワイクセ几氷期の終堆石丘2.古期氷期の終堆繊匠3.レ凧分布の北限4.北方石の分桁の商眼

第11図北ドイツ平野における

堆石丘の分布(多田による)

この台地はミシシッピア紀の水平に近い石灰岩からなっ

ているカミ地表は第三紀初頭に形成されたといわれてい

る侵食平坦面であってカルスト地形がよく発達してい

る.そのなかにはブルｰグラスナッシビルの両盆

地があるカミこれらの盆地はドｰム構造をもった地域

が侵食によってかえって低くたったもので周縁はケ

スタによって台地面と境されている.

中央低地はほぼオノ･イオミズｰリ両河の流路を境と

して2大別される.これ以北の地域は洪積世の大陸氷

床の影響を受けたところで主としてその堆積作用に基

づく各種の地形カミ構造平野の地形を相当改変している

(第12図).ミズｰリ河の南方地域は洪積世の氷河時代

にも1度も大陸氷床におおわれたことカミないオｰセｰ

ジ平野でここでは一貫して流水の作用カミ地形変化の主

因をだしている.またオノ･イオ河の南方地域も氷

床におおわたことのない内陸低台地である.

原剛塊の表面カミ直接地表に露出しているところは一

策12図北アメリカ大陸における第四杜紀氷河

時代の最盛氷期の大陸氷床(渡辺による)�
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第13図

五犬湖地方の

ケスタの分布

(瀦四こよる)

般に楯状の高原をなしているところから楯状地(Shie-

ld)と呼ばれている.中央低地はカナディスが地表に

露出したカナダ楯状地(CandianShield)の南方および西

方1こ発達した平野でカナディスの表面に形成された古

い平坦な侵食面上に不整合に重狂る緩傾斜の古生層から

主として構成されている.したカ主ってその表面には

ケスタ地形がよく発達しているがそのもっとも明りょ

うなものは五大湖地方に見られる(第13図)･五大湖自

身もこれから北にカナダの中央部を北極海に抜ける湖

沼灘とともにケスタの内面崖と楯状地の間に抱かれた

低地にたたえられたものである.

このようなケスタ地形をなす古生層はかってカナデ

ィスの表面に形成された準平原の上に水平に重なってv･

たものであるカミカナディスの造陸的曲隆のためその

中心から周縁に向かって緩斜する構造を得た後白亜紀

甫

ロレンシヤ

堆石.けカ州スｰ北リヤ測

禰焦嚢一､曜㌧=㍗艶恥一喜1二軍レ

に準平原化作用を受けてカナディス上の被覆層が除去

されさらに第三紀に入ってから行なわれた隆起運動

に基づく侵食作用によって今目見られるような数列の

ケスタカ主生じたのである(第14図).したカミってケスタ

の表面は侵食面でその内面崖の高さは地層の厚さより

はるかに劣っている.たとえばナイアガラケスタの

場合には内面崖の高さは25フィｰトであるカミケスタ層

の厚さは200フィｰトである(第15図).

西部劇の舞台として知られている大平原は中央低地

g西方に位置し南はこれも西部劇で有名なリ千グラン

デ川から北は北極海にのぞむ海岸平野に続きロッキ

ｰ山脈の東方に展開する平野で中央低地との間に高

度の上では著しい差はないカミその境はほぼ1,500フィ

ｰトの等高線に当たり北アメリカを東の湿潤アメリカ

と酉の乾燥アメリカに2分する重要な境界線にほぼ一致

北

rl`石地正司岸平肘

ハトソγ滞

皿'

エリｰ湖ユO

Nオンタリオ湖

介第14図中央低地の構造(渡辺による)

古い組晶質岩からなるロｰレンシア高地の南方の内

陸低地と北方のハドソン湾岸の平野の構成層が

ロｰレンシア高地を中心として外側にゆるく傾斜し

現在の地表面がこれらの緩斜層を斜めに楓断してい

るため大規模拡ケスタ地形カミ形成された

ナイヤガラケスタ(N)とすノ)ダガケスタ(())←

ロッキｰ山地

ハｰヲピｰ一モン

灘1葦紅け

f11雌1

第]5図ナイアガラケスタとオノンダケスタ

(渡辺による)
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第16図

大平原の構塘

(AtWQpξによる)�
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第17図帯状海岸平野(不甲ewarthaによる)

ここにもケスタ地形がよく発達している

する.大平原においては東方の中央の低地を構成し

ている地層の上に海成の白亜紀層カミ不整合に重なって

おりさらにその上をロッキｰ山脈の隆起によってもた

らされた扇状地性のものを主とする陸成堆積物がおおっ

ている(第16図).大平原の大部分を占めているパイプレｰ

ンズ(HighPains)はこのようにして形成されたもので

ある.これは大扇状地の面で河流は少なく開析があ

まり進んでいないので河間には平坦地カミ広く残されて

いる･.パイプレｰンズと西方のロッキｰ山脈の間にあ

る山ろく(Piedm㎝t)地帯はすでに多くの河川によって

壮年的に開析されている.そしてロッキｰ山脈に接

するところでは地層がまくり上げられているため典

型的なホグパッグ(Hog-b甑g)の地形がよく発達している.

一｡4
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第18図アラバマ州のケスタ地形を示す

海捧平野(海辺による)

またここでは内陸の白亜紀層や第三紀層は長年にわ

たる曲隆的隆起のためにその便斜カミ陸化されて以後の

侵食作用によって平らにされた地表面の傾斜より大きい

ので古い地層ほど内陸側にそして新しい地層ほど海

1岸側に現われるよう枚帯状海岸平野の特薇が認められる

(第17図).そして地層の硬軟の差に基づく選択侵食の

結果がこれに加わってケスタ地形がよく発達している

r第17～18図).

大西洋岸平野は北はケｰプコッドおよびロング島から

始まり南はフロリダ半晶を経て中央アメリカの沿岸

におよび最大の幅をもつメキシコ湾の北岸では海岸

線から800k㎜も内陸まで追跡され高度も200mに達し

ているところがあ'る.ここでは大平原の場合と同様

に白亜紀の海進による海成層の堆積が行校われたが

その後も多少の消長をもって海成層の堆積が続き陸成

の堆積物がない点で後者と非常に対照的である.こ

の地方は中新世以降アパレｰチア高地の曲隆的隆起

に伴って上昇し次第に陸カミ付加されて行ったので内

陸側ほど早く陸化して侵食地域となり沿岸に向かって

順次新しい海成層で構成された陸地となっている.そ

してさらに沖合には幅広い大陸棚が続きその表面は現

在も海成層堆積の場となりやがて陸化される目を待っ

ている｡すなわちこの平野は元の海底面が陸上に現

われて生じた典型的な海岸平野(Co.stalplain)である.

この海岸平野の西縁は結鰯頁岩からなるアパレｰチ

ア高地の山ろく部に撰しているがこの境はいわゆる深

線(Fa111i.e)を放しており山ろく部を緩流する河川は

ここで急滞となって海岸平野に入っている.この爆線

の形成については長い間軟弱た海岸平野の地層のと

ころでは下刻が早く進んで谷底の傾斜がゆるくなり

堅硬な岩石で構成された山ろく部では早瀬を示すため

山ろく部と海岸平野の境に急滞カミできることによるとい

うディヴィス(Davis)の考え方が支配的であった.こ

れに対して1927年にレンナｰ(R.mer)は第19図に示す

ような興味深い新しv'解釈を与えている.すなわち

彼によれば濠線をなして分布する急滞は侵食の進行

とともに掘り出された古い比較的急憤斜の準平原面に起

因するものである(第1g図).現在では一般にこのレンナ

ｰの考え方が認められている.

(筆背は燃料部局油諜)

＼4首い準平原図

上拙り^lIされた一打い雌平豚而でこれに急滞かか･っている
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箪19図

繰線のでき方(Remer

の原図をわかりやすいよ

うに改良した)�




